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[image: chutaprint]理系研究者との連携のノウハウ 　　〜チュウ太プロジェクトの経験から〜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京国際大学　　　川村よし子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 理系研究者との連携：　チュウ太の歴史（1998年～現在）
　　・読解学習支援システム『リーディング・チュウ太』（http://language.tiu.ac.jp/）　1998年～
　
　・多言語版日本語辞書『チュウ太のWeb辞書』（http://chuta.jp/）　　　　　　　　2006年～
　
　　・文章の難易度判定システム （http://basil.is.konan-u.ac.jp/chuta/level/）　　　　2009年～
　　　
　　・やさしい日本語書き換えシステム『チュウ太のやさしくなーれ』（http://yasashii.overworks.jp/）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2012年～
[bookmark: _GoBack]２．システム開発の目的　　　　チュウ太の基本理念　世界の日本語学習者のために
　　　　日本語教師：教育や研究に役立てたい　　＞＞　ツールの完成後、教育や研究に活用
　　　　理系研究者：新規性のある研究をしたい　＞＜　システム開発には機材と人件費が必要

３．研究資金
 個人研究費　＞　特別研究費　　＞　電気通信普及財団　　＞　科学研究費　
　　　　　　　
４．役割分担
日本語教師：提案　　　　試用　　　　　試用　　　・・・　　　＞＞　教育・研究

理系研究者：　　　開発　　　　　修正　　　　修正　・・・＞＞　公開

５．理系研究者との共同（協同）研究
　　　・互いの立ち位置を確認する　　　　
　　　　　　研究テーマの設定　＆　研究資金の確保
　⇒研究によって互いに得られるものの確認・再確認（win-win）
  「教育・研究に役立つか」「社会的価値があるか」「成果が得られるか」「論文になるか」
　　　・詳しい青写真を思い描き、情報を共有する　
出来上がり予想図　⇔　細かいパーツに分解　⇔　先行研究の洗い出し　
　　　・コンピュータは教えたこと以外はできない！　「例外は何か」
　　　　　　自然言語処理は一筋縄ではいかない！！　「なぜうまくいかないのか」
・役立ってこそ、開発（研究）する意味がある　　
　　　（無償で）公開　⇔　学会・シンポジウム・セミナー等での積極的な広報活動　
・人と人とのつながりを大切にする
新たな連携の可能性・新たな研究の可能性

 おわりに：AI は「ことば」を「理解」できるようになるのか
                                                               　　連絡先：ykawamura@chuta.jp
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